


















第 1 4 6 4 8 号
平成 11 年 3 月 25 日
学位規則第 4 条第 l 項該当
工学研究科電気工学専攻



















































(4) 並列型制御機器の一つである SMES によっても電力動揺線形化制御が実現できることを，高速移相器の場合
と同じ手法で導いている。このとき，制御の効果を比較することにより，電力系統の固有動揺特性の影響を受
けにくいという点で，移相器を用いた場合の方が有利であることを明らかにしている。
(5) 以上の結果を実証するために，模擬電力系統に設置された高速移相器に対して電力動揺線形化制御を実装し，
実験に基づく制御効果の検証を行っているo 系統安定化実験により，制御の仕様をほぼ実現できることが確か
められ，動態安定度の向上により送電電力の増大が図られることならびに，系統の運用状態が変化した場合に
も制御効果がほぼ一定に保たれることが確認されているo
以上のように，本論文は，電力系統のロバストな安定化制御を実現するための手法として，高速移相器を用いた電
力動揺線形化制御を新しく提案し，シミュレーションに基づく電力系統の安定化効果の検証により，構成した制御系
の妥当性を明らかにするとともに，模擬電力系統実験により提案制御を実証しており，電力系統工学の進展に寄与す
るところが大きい。よって，本論文は博士論文として価値あるものと認める。
? ?? ?
